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働くお父さん、お母さんの子育てを応援！働くお父さん、お母さんの子育てを応援！

病後児保育病後児保育が始まりましたが始まりました
乳幼児期は病気に対する抵抗力が未発達のため、さまざまな感染症にかかります。

子どもが病気にかかった時、あと１日２日の安静が必要なのに「付き添ってあげたいけど、
もう仕事を休むことができない」などお困りの経験はありませんか？
そのような子育て世代を応援するため５月１日から病後児保育を開始しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　〈問い合わせ先〉
　子育て支援センター　☎４５－４３３２

　

子
ど
も
が
感
染
症
な
ど
の
病
気
に

か
か
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り
し
て

集
団
生
活
（
保
育
）
に
は
ま
だ
早
い

が
仕
事
が
休
め
な
い
時
な
ど
、
回
復

期
の
子
ど
も
の
状
態
に
合
わ
せ
、
無

理
を
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
保
育
士
・

保
健
師
が
こ
ど
も
園
で
預
か
り
、
保

育
し
ま
す
。

病
後
児
保
育
と
は
？

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
に
在
籍
し
て
い

る
１
歳
児
（
す
み
れ
組
）
か
ら
５
歳

児
（
ひ
ま
わ
り
組
）
で
、
次
の
全
て

に
該
当
す
る
子
ど
も

①
解
熱
剤
を
服
薬
せ
ず
に
38
℃
以
上

の
発
熱
が
な
い

②
水
分
補
給
と
普
段
通
り
の
食
事
が

お
お
む
ね
可
能
で
あ
る
こ
と

③
腹
痛
や
嘔
吐
が
な
く
下
痢
が
あ
る

場
合
で
も
軽
度
な
状
態
で
あ
る
こ
と

④
病
院
を
受
診
し
、
回
復
期
に
あ

り
、
病
後
児
保
育
が
利
用
可
能
で

あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と

対
象
は
？

・
受
入
れ
可
能
人
数

　

１
日
３
人
ま
で

・
利
用
時
間

　

月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
開
園
日

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

受
入
れ
可
能
人
数
と

　

利
用
時
間
に
つ
い
て

☆
体
調
に
合
わ
せ
た
遊
び
を
し
て
過

ご
し
ま
す

☆
こ
ど
も
園
の
よ
う
に
、
遊
び
の
時

間
や
お
昼
寝
の
時
間
、
お
や
つ
の

時
間
な
ど
１
日
の
流
れ
を
崩
さ

ず
、
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
ま
す

☆
病
後
児
専
用
の
保
育
室
で
保
育

士
・
保
健
師
が
そ
ば
で
体
調
確
認

を
し
な
が
ら
保
育
し
ま
す

病
後
児
保
育
の
特
徴

①
入
室　

②
遊
び　

③
お
や
つ　

④
遊
び　

⑤
食
事
・
服
薬　

⑥
お
昼
寝

⑦
お
や
つ　

⑧
遊
び　

⑨
お
迎
え

※
入
室
時
に
自
宅
で
の
様
子
や
心
配

な
こ
と
、
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

※
適
時
体
温
測
定
を
行
い
ま
す
。

１
日
の
流
れ

利用方法

※

事前登録をしましょう
　　子どもの健康状態を把握し安全に

　　保育するために事前に登録しておきましょう

１１

利用の仮予約をしましょう
　　利用予定日の空き状況を確認し仮予約をしましょう

２２
かかりつけ医を受診
　　かかりつけ医を受診し、病後児保育が可能かどうか診察をしてもらい

　　「利用連絡票」に注意することなどを記入してもらいましょう

３３

本予約をしましょう
　　「利用連絡票」に記載された症状を伝え、本予約 

　　をしましょう　

４４

利用当日
　　着替えや水分、薬などを持参してください

　　家での様子や、気になることなどを確認してから預かります。

　　※迎えの際に、日中の様子を報告します。

　　　また、こども園で活用している「コドモン」に体温や食事量、

　　　午睡時間など記入し、様子がわかるようにします

５５

\ ひろがる子育て応援事業 /

①
未
就
園
児
等
の

訪
問
型
支
援

　

未
就
園
児
等
の
全
家
庭

に
、
保
健
師
・
保
育
士
が

チ
ー
ム
と
な
り
定
期
的
に
訪

問
し
ま
す
。

　

な
か
な
か
外
に
出
て
い
け

な
い
人
も
気
軽
に
相
談
で

き
る
体
制
を
整
え
育
児
不

安
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

②
子
育
て
広
場

「お
い
で
お
い
で
」

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の
支

援
室
に
て
、
子
育
て
中
の

人
や
、
妊
娠
中
の
人
の
交

流
の
場
と
し
て
、
月
・
水
・

金
の
午
前
中
に
子
育
て
広

場
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

常
時
、
保
育
士
等
が
対

応
し
月
齢
や
季
節
に
応
じ

た
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。

③
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
児
の
保
健
推
進

　

幼
児
期
は
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
習
得

す
る
大
切
な
時
期
で
す
。

　

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
や
、
歯

磨
き
習
慣
な
ど
楽
し
く
学
ん
で
身
に
つ
け

て
い
け
る
よ
う
、
家
庭
と
協
力
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

〖
相
談
体
制
の
充
実
〗

　

　

町
で
は
保
健
師
・
栄
養
士
・
保
育
士
・

言
語
聴
覚
士
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
職
種
が
連

携
し
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
と
家
庭
で
の
子
育
て
を
応
援
し
て
い

き
ま
す
。
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図表１　国保財政運営の役割分担

町は加入者から国保税を集め、
県に「納付金」を納めます。

交
付
金

交
付
金

（
保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
）

（
保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
）

納
付
金

納
付
金

県は市町村が支払う納付金や
公費を財源にして、保険給付
に必要な費用の全額を市町村
に交付します。

福島県福島県

西会津町西会津町 Ａ市 Ｂ村

〇〇市 〇〇村

8

9

10

11

12

13

14

15

16

令和 5 令和 6 令和 7

（万円）

132,682 円 132,001 円

96,225 円

96,732 円

130,692 円

96,936 円

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
す
る

皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
誰
も
が
少
な
い
負
担
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
加
入
者
同

士
が
互
い
に
助
け
合
う
相
互
扶
助

の
精
神
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
平
均
で
一
人
当
た
り
２
０
４
円
の
増
、
一
世
帯
当
た
り
１
３
０
９
円
の
減

国
保
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
税
率
が
６
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
基
金
（
預
金
）
か
ら
国
保
会
計
に
減
税
財
源
を
繰
り
入
れ
、
運
営

し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
と
本
年
度
の
国
保
税
率
改
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
と
県
が
協
力
し
て
運
営

国
民
健
康
保
険
と
は

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
基
盤
と
な
る
仕
組
み
で

す
が
、「
高
齢
者
の
加
入
割
合
が

高
く
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

高
い
」「
財
政
基
盤
が
不
安
定
」

と
い
っ
た
構
造
的
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
る
た
め
、

都
道
府
県
と
市
町
村
は
、
と
も
に

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
と
な

り
、
協
力
し
て
運
営
を
担
い
、
安

定
的
な
財
政
運
営
と
効
率
的
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
図
表
１
を
参
照
）。

県
の
役
割

　

県
は
、
市
町
村
か
ら
の
国
保
事

業
費
納
付
金
（
以
下
、
納
付
金
）

や
国
の
補
助
金
等
を
財
源
と
し
て

保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
を
全

額
、
各
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
市
町
村
事
務
の
効
率
化

を
図
る
な
ど
、
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

町
の
役
割

　

町
は
、
資
格
確
認
書
等
の
交
付

事
務
や
保
険
給
付
な
ど
の
申
請
・

届
出
の
受
付
、
給
付
、
国
保
税
の

課
税
・
徴
収
、
特
定
健
診
な
ど
の

保
健
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
保
税
な
ど
を
財
源
に
県
へ

納
付
金
を
納
付
し
ま
す
。

税
率
と
税
額
の
算
定

　

国
保
税
は
、
①
国
保
加
入
者
の

医
療
費
の
状
況
に
よ
っ
て
決
め
る

「
医
療
分
」、
②
国
全
体
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
の
状

況
に
よ
っ
て
決
め
る
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」、
③
国
全
体
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
状
況
で
決
め
る

「
介
護
分
」
の
３
つ
の
区
分
で
必

要
額
を
算
定
し
、
税
率
を
決
定
し

ま
す
。

　

国
保
税
必
要
額
は
、
県
が
各
市

町
村
の
医
療
費
水
準
や
所
得
水
準

等
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
納
付
金

な
ど
の
歳
出
総
額
か
ら
、
国
が
市

町
村
に
交
付
す
る
補
助
金
な
ど
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
額
は
、
３
つ
の
区
分

ご
と
に
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等

（
世
帯
）
割
の
３
方
式
で
算
定
さ

れ
ま
す
。

　

国
保
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
県
が
国
保
財
政
の
運
営
主
体

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
11
年

度
に
は
、
保
険
料
の
県
統
一
化
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
税
率
と
税
額

◆
医
療
分

　

納
付
金
や
保
健
事
業
費
等
の
支

出
費
用
か
ら
、
国
保
税
の
必
要
額

を
算
出
し
て
税
率
を
算
定
し
ま

す
。
本
年
度
は
、
円
安
基
調
や
国

際
紛
争
の
長
期
化
、
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
る
経
済
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、
加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
基
金
か
ら
１
４
０
０
万
円

を
減
税
財
源
と
し
て
充
当
し
ま
し

た
。
今
後
も
将
来
的
な
国
保
税
の

県
統
一
化
を
見
据
え
、
計
画
的
に

基
金
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
の
経
費
を
国
全
体

で
賄
う
た
め
、
国
保
で
も
一
定
割

合
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
県
が
示

し
た
納
付
金
を
基
に
算
定
し
た
結

果
、
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

◆
介
護
分

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
国
保
加

入
者
は
、
介
護
保
険
料
を
国
保
税

と
し
て
納
め
て
い
ま
す
。
県
が
示

し
た
納
付
金
を
基
に
算
定
し
た
結

果
、
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
で
算
定
し
た

結
果
、
昨
年
と
比
較
し
て
、
１
人

当
た
り
の
平
均
負
担
額
は
２
０
４

円
の
増
額
、
１
世
帯
当
た
り
の
平

均
負
担
額
は
１
３
０
９
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

図表２　令和７年度の税率と税額 ※（　　）内は前年度比

区分 説明 医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 全体の税額に

占める割合

所得割 国保加入者の前年の所得に応じ
て計算

5.2㌫
（－ 1.95㌽）

2.68㌫
（－ 0.37㌽）

1.94㌫
（－ 0.56㌽）

49㌫
（± 0㌽）

均等割 国保加入者１人当たりの負担額 20,400 円
（－ 600 円）

10,400 円
（＋ 1,200 円）

10,600 円
（± 0円）

36㌫
（＋ 1㌽）

平等割 １世帯当たりの負担額 12,400 円
（－ 2,500 円）

6,600 円
（＋ 600 円）

5,000 円
（－ 200 円）

15㌫
（－ 1㌽）

　

昨
年
12
月
よ
り
、
健
康
保
険
証

は
新
た
に
発
行
さ
れ
な
く
な
り
、

マ
イ
ナ
保
険
証
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
を
基
本
と
す
る
仕
組
み

に
移
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
制
度
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
っ
て
い
る
人
へ
は
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
を
発
行
し
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

に
は
「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
加
入
し
て
い
る
人
に
は
、
暫
定

的
な
運
用
と
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
所
持
に
か
か
わ
ら
ず
「
資
格

確
認
書
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
国
民
健
康
保
険
資
格
確

認
書
等
と
後
期
高
齢
者
医
療
資
格

確
認
書
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
資
格
確
認
書
等
は
、
７

月
下
旬
ま
で
に
、
国
保
は
世
帯

主
、
後
期
高
齢
者
医
療
は
本
人
宛

て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証
等

は
、
町
役
場
健
康
増
進
課
ま
た
は

奥
川
支
所
に
返
却
す
る
か
、
個
人

情
報
に
留
意
の
上
、
裁
断
な
ど
に

よ
り
確
実
に
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

１世帯当たり

１人当たり

グラフ１町の平均負担額の推移

資
格
確
認
書
等
の

　
　
　
　
　
　

更
新
と
返
却

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

●
国
保
税
に
つ
い
て

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

●
資
格
確
認
書
等
に
つ
い
て

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行

日
頃
か
ら「
健
康
」を
意
識

　

町
で
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
向
け
、各
種
健
（
検
）

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
保

の
特
定
健
診
は
、
１
年
に
１
回
、

９
千
円
相
当
の
検
査
を
無
料
で
受

け
ら
れ
、
自
身
の
体
の
状
態
が
確

認
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
全
般
に
対
す

る
健
康
意
識
の
向
上
と
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
家
庭
で
の
血
圧
測
定

の
習
慣
化
と
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
手

帳
」
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
ほ
か
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　

６
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
７
年
第
４
回
町
議

会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
７
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案

11
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決

さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
11
件
を
審
議
・
可
決

6

月
町
議
会
定
例
会
報
告

令
和
６
年
度冬

の
降
雪
へ
の
対
応

　

本
年
２
月
の
大
雪
に
よ
り
、
本

町
は
62
年
ぶ
り
に
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
大
雪
に
対
し
、

関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と

町
民
生
活
に
支
障
を
来
た
さ
な
い

よ
う
、
除
排
雪
や
道
路
交
通
の
確

保
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
支
援

な
ど
に
努
め
ま
し
た
が
、
平
年
を

大
き
く
上
回
る
大
雪
に
よ
り
生
活

へ
の
影
響
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
の
大
雪
に
備
え
体
制
強
化

を
図
る
た
め
、
５
月
14
日
に
雪
対

策
関
係
団
体
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
今
冬
の
雪
対

策
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
問
題
点

や
課
題
の
整
理
、
改
善
方
法
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
関
係
団
体
か
ら
出
さ

れ
た
課
題
や
意
見
を
踏
ま
え
、
雪

対
策
の
体
制
強
化
に
繋
げ
て
い
き

ま
す
。

大
雪
に
よ
る
農
業
施
設
の
被
害

  

今
冬
の
大
雪
に
よ
り
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
や
果
樹
棚
な
ど
、
農
業
施

設
の
倒
壊
や
破
損
の
被
害
が
発

生
し
、
６
月
４
日
現
在
で
、
ハ

ウ
ス
被
害
が
96
棟
、
被
害
額
は

１
３
４
８
万
６
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
被
害
を
受
け
た
農
業

施
設
を
対
象
に
、
県
の
補
助
事
業

に
併
せ
て
、
町
独
自
の
補
助
金
を

上
乗
せ
し
交
付
が
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
雪
害
へ
の

注
意
喚
起
と
被
害
発
生
後
の
迅
速

な
対
応
を
図
り
、
農
業
者
の
経
営

継
続
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

首
都
圏
等
企
業
関
係
構
築
事
業

本
事
業
は
、「
官
民
共
創
」
の

取
組
み
と
し
て
、
首
都
圏
の
企
業

が
、
本
町
を
実
証
事
業
や
研
修
な

ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
来
町
す
る
企
業
と
の

継
続
的
な
関
係
構
築
を
図
り
、
関

係
人
口
の
拡
大
や
越
境
人
材
の
育

成
、
移
住
定
住
に
繋
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
首
都
圏
に
本
社
を
置
く

企
業
と
の
共
創
に
よ
り
、
新
た
な

商
品
開
発
と
し
て
、
西
会
津
産
米

を
使
用
し
た
お
酒
「
ホ
ッ
プ
サ
ケ

八は
ち
じ
ゅ
う
は
ち

十
八
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
お
酒
は
、西
会
津
産
有
機
米「
山

田
錦
」
と
白
麹
に
ビ
ー
ル
製
造
で

使
用
す
る
ホ
ッ
プ
を
加
え
て
作
っ

た
も
の
で
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
や
日

本
酒
と
も
異
な
る
味
わ
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
製
造
に
は
、
町
内
の
米
生

産
農
家
の
ほ
か
、
レ
シ
ピ
開
発
か

ら
白
麹
の
調
達
、
醸
造
、
販
売
ま

で
の
工
程
に
お
い
て
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
製
造
の
専
門
家
や
広
告
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
手
掛
け
る
大
手

企
業
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
の
協

力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
首
都
圏
企
業
と
の
共

創
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
関
係
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

西
会
津
応
援
大
使
懇
談
会

　

西
会
津
応
援
大
使
と
し
て
委
嘱

し
て
い
る
11
人
を
対
象
に
、
大
使

の
知
見
や
人
脈
な
ど
に
よ
る
町
勢

の
伸
展
や
行
政
課
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
５
月
23
日
に
東
京
都
内

で
応
援
大
使
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
７
人
の
大
使
が
参
加

さ
れ
、
本
町
の
振
興
に
資
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
多
彩
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
知
見
を
有
す
る
大
使

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

活
性
化
に
向
け
、
積
極
的
な
地
域

の
魅
力
構
築
と
発
信
に
努
め
ま

す
。

６

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正
（
専
決

処
分
）
＝
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
所
要
の
改
正

◆
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
＝
国
保
加
入
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
の
国
保
運
営

基
金
の
活
用
お
よ
び
物
価
高
騰

の
影
響
を
考
慮
し
た
減
税
の
た

め
の
税
率
な
ど
の
変
更

◆
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
次
）
＝
会
計
年
度
任

用
職
員
に
係
る
人
件
費
の
増
額

や
大
雪
の
影
響
に
伴
う
公
共
施

設
・
道
路
施
設
に
係
る
修
繕
料

の
増
額

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

\ あなたの一票　明るい未来 /

西会津町長選挙西会津町長選挙
西会津町議会議員補欠選挙
　　　７. ２０　　投開票　　　７. ２０　　投開票日

志願者の大きな支えに

  衛官募集相談員委嘱状交付式自
　5 月 30 日、町役場で自衛官募集相談員の委嘱状交
付式が行われました。
　式では、薄町長、福島地方協力本部の菊池副本部長
から斎藤光男さん（写真右から 2 番目）、荒海正人さ
ん（写真右から３番目）の 2 人へ委嘱状を交付しま
した。

募集相談員は、自衛官志願者への情報
提供をはじめ、自衛隊地方協力本部が
実施する募集のためのさまざまな広報
活動に協力しています。

// ◆参議院議員通常選挙について

 　７月 20 日（日）は、参議院議員通常選挙の

執行見込みであり、参院選の入場券（ハガキ）

が先に届く予定です。

　町長選・町議補選と一緒に期日前投票を行う

場合は、７月 16 日（水）以降に期日前投票所

に来所してください。

◆郵便投票制度について

　身体に重度の障がいがある人や介護保険法上

の要介護５の人は、郵便により自宅で投票でき

る制度があります。

　対象は障がいの種類や程度により異なるため、　

希望する場合は問い合わせください。

◆期日前投票

　投票日に仕事や旅行、冠婚葬祭などで

投票に行けない場合は、期日前投票ができます。

○期間　７月 16日（水）～ 19日（土）

※参議院議員通常選挙と異なりますので注意ください。
○時間　午前８時 30分～午後８時

○場所　期日前投票所（役場前駐車場）

※投票所入場券を忘れずに持参ください。 【問い合わせ先】町選挙管理委員会　　　

☎４５－２２１１

６６
月
１
日
付
け

月
１
日
付
け

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
隊
員
を
紹
介

新
隊
員
を
紹
介

鈴
木　

航こ
う
す
け介

隊
員

　

埼
玉
県
出
身

【
担
当
】

　

・
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進

町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
基
に
し

た
各
種
事
業
の
企
画
立
案
、

実
施
に
向
け
て
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
地
域
活
性
化

に
取
組
み
ま
す
。

【
鈴
木
さ
ん
よ
り
一
言
】

　
　

地
域
の
人
に
「
来
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
！
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

広報にしあいづ　2025・7 │ 1617 │ 広報にしあいづ　2025・7




